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まず中世小歌についての研究史を概観すれば、研究は、佐佐木信綱、高野辰之の両氏に始 まり、
藤 田徳太郎、志田延義氏等 により量的質的に高めーられた。ことに藤田氏の昭和初年か ら同10年
代後半までに至る研究活動は目覚 ましいものであった。その藤田氏の所説を吟味すれば、氏は歌
謡史の時代区分において、これを古代歌謡と近代歌謡とに二分された。 そこには中世小歌はもと










達 小歌 集 等 が あ るが 、 そ の ほ か に 謡 曲、 狂 言 や 中国 の 日本 風 土 記 等 に も当 時 の 小 歌 が含 まれ て い
る。 また 田植 草 紙 に 記 載 され た 田植 歌 は 広 義 にお い て 中 世 小 歌 と称 す る こ との で き る もの で あ る。
本 研 究 は 上 の う ち、 閑 吟 集 、 宗 安 小 歌集 お よ び 田植 草 紙 とそ の 所 収 歌 謡 に つ い て 、 先学 の 注 目
すべ き所 説 を 吟 味 検 討 しつ つ 、 それ らの 成 立 につ い て の 私 見 を 述 べ た い と思 う。 そ の 際 、 た と え
ば閑 吟 集の 小 歌 につ いて は、 主 と して禅 林 文学 との 関 係 の 面 に限 って 述 べ るこ とに な るが、'全体
と して の 閑 吟 集 小 歌 の 性 格 を 窺 い 得 る もの と した い。 ま た 隆 達 の 小 歌 につ い て は 、一 章 を特 設せ1
ず 、 宗 安の 小 歌 の 章 の 中 で、.この 小歌 と 比較 す る こ と に よ って 、 或 程 度 そ の成 立 を 明 らか に す る
に と どめ よ うと思 う。
第 一章 閑 吟 集
第 一 成 立
イ 編 者
閑 吟 集 の成 立 時 期 は、 その 真 名 序 の 末尾 に
干 隠 永 正戌 寅 穐 八 月 、 青 灯夜 雨 之 窓、 述 而作 以 賄 同 志 云 爾
と あ る こ と によ って、 永 正15年(1518)8月 で あ る こと が 明 らか で あ るが,そ の 編 者 に つ
い て は 、 閑 吟 集 に そ の 名 は 記 され ず、 その 他 の 文献 にも現 在 の と こ ろそ の 人 を 示 す 記 事 が 見 られ
な い 。 しか し真;名序 に は 「愛 有 一狂 客 」 と あ り、 仮 名 序 には 「比 所 に一 人 の桑 門 あ り。 富士 の 遠
望 をたよ りに庵を結 びて、 十余歳の雪を 窓に積 む 。(中 略)春 秋 の 調 子 を 試 む る折 々に、 歌 の一 ふ し
を 慰 み 草 に て、 隙 行 く駒 に任 す る年 月 の さき ざ き都 鄙 遠 境 の 花 の も と、 月 の 前の 宴 席 に立 ち 交 は
り、声を諸共 にせ し老若、 半 ば 古人 と な り ぬ る懐 旧の 催 し に、 柳 の 糸 の 乱れ 心 と 打 ち上 ぐ るよ り、
あ る は 早 歌、 あ る.は僧 侶 佳 句 を吟 ず る廊 下 の 声 、 田楽 、 近 江 大 和 節 に な り行 く数 々を、 忘 れ が た
み に も と思 ひ 出 る に 従 ひ て閑 居 の 座 右 に記 し置 く、 是 を 吟 じうつ り行 く うち、 浮 世 の こ とわ ざに
ふ る る心の よ こ しま な けれ ば、 毛 詩 三 百余 篇 にな ず らへ、 数 を 同 じく して閑 吟 集 と銘 す」 と あ っ
て、 編 者 の 境 涯 は 或 程 度 知 られ る。 この 編 者 につ い ての推 定 説 は 出 され て い る。 高 野 氏 は集 中の
「清 見 寺 へ 暮 れ て 帰 れ ば 寒 潮 月 を 吹 い て袈 裟 に そ ＼ぐ」 とい う歌 に よ って、 編 者 は清 見 寺 に住 ん
'で いた の で は ない か と述 べ られ た
。 西 村 紫 明 氏 は 、仮 名 序の 「富士 の遠 望 を た よ り に十 余 歳 の 雪
を 窓 に 積む 」 に よ って連 歌 師 宗 長 を 推 定 され た 。 志 田延 義氏 は父 義秀 氏の 説 を 祖 述 して 、 同 じ く
宗 長説 を 出 され た が 、 先 に発 表 され た 西村 説 を 知 られ な か った よ うで、 義 秀氏 の 説 は 西 村 氏 と ほ
ぼ時 を 同 じう して 、 相 互 に無 関 係 に考 え 出 され た もの と思 われ る。 志 田 氏の 説 の 根 拠 は
1.閑 吟集仮名序 に よれ ば、 編者 は僧 形 の 人物 で あ り、 自身 尺八 を翫 び、 ま た 小 歌 の 一愛 好 者 で
あ る。
2..同 じ く兵 乱 の 時 代 に、 都 鄙遠境 を め ぐって い た者 は 先ず 名 あ る連 歌 宗 匠 で あ る。
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3,宗 長 は 前 の2条 件 を 充 た す。
4.宗 長 は 永 正元 年4月 宇 津 の 山 泉谷 に 庵を 結 ん だか ら、 序文 の 永 正15年 まで に 「十 余 歳 の
雪 を 窓 につ む」71歳 の 老 人 で あ る。
な ど8ケ 条 で あ る。
高野 氏 の清 見寺 住 僧 説 に つい て は、 さ らに確 か な根 拠 が加 え られ な い 限 り、 これ に 従 う こ とは
で き ない 。志 田 説 は 精細 な もの で あ るが、 前 記の 諸 条 件 は、 概 して い え ば、 宗 長 を 閑 吟 集編 者 と
す る に 当 って の 必要 条 件 で は あ り得 て も、 必ず しも十 分 条 件 では ない 。 さ らに 閑 吟 集編 纂 の 完 了
した 永 正15年8月 には 、 宗 長 は、 駿 河 の 宇 津 山即 ち富 士 の 遠 望 され る処 で は な く京 都 に逗 留 し
て いた 可能 性 が 大 で あ る。 また 閑 吟 集 仮 名 序 の 文 体 も宗 長の 著 述 に見 られ る もの と はか な り異 な
った も の で あ る等 の 理 由か ら宗 長 説 に は賛 し難 い 。 結 局 現 在 の と ころ、 編 者 は、 嘗 て京 都 の 上流
貴 紳 の 間 に 交わ り、 後 仏 門 に入 った 隠 遁 者 の よ う に思 わ れ る とい う こと が で き るだ け で あ る。
ロ 歌 数
閑 吟 集 の 所 収 歌 数 につ い て は、 真 名 序 に 「三 百 余 首 言区歌 」 とあ り、 仮 名序 に 「毛詩 三 百余 篇 に
なず らへ 、 数 を 同 じく して」 とあ るの によ って 一 鷹 明 らか で あ るが、 これ を 詩 経 馴 定 当 時 の 篇 数
と され る三 百十 一 篇 に 従 って三 百 十 一 首 と す る か、 現 存 詩篇 に従 って三 百五 首 とす るか が問題 と
な り、 後 者 も強 く主 張 され た こと が あ る。 しか し室 町 時 代 に お け る毛 詩 に 関す る諸 説を 調べ 、 ま
た 閑吟 集 の 歌 に 当 った 結果 か らみ れ ば 、閑 吟 集 の 歌数 は 三 百 十一 首 とす るの が 正 しい と考え られ る。
第二 伝 本
閑 吟 集 の 写 本 と して現 在伝 わ って い る もの は、 静 嘉 堂 文庫 所 蔵 本 、宮 内 庁 書 陵 部 所蔵 本(図 書
寮 本)、 水戸 彰 考館 文庫 所 蔵 本 お よび 阿波 国 文 庫 旧蔵 志 田延 義所 蔵 本 の4本 で ある。 これ らの書
にはすべて 「大永八年學卯肋 鰭 之」という難 があるので汰 永・年卯月翻 勅 らの解
本 で あ る こと は 明 らか で あ る。 これ らの4本 の、 伝 本 と して の性 質、地 位 等 に つ い て は、 藤 田徳
太 郎、 志 田延 義 、 浅 野 建 二 氏 等 が考 察 され 、 私 も これ に 加 わ った こ とが あ るが、 現 在 の と こ ろ、
上4本 の うち静 嘉堂 本 だ け が、 書 写 も 明治 に な って か らの もの で あ り、 漢 文序 と集 中各 歌 の 肩 の
朱 書 と を欠 い て い るな ど、 内容 的 に も最 も劣 る下 位 の本 と され る点 で は 一 致 して い るが、 そ の他
の3本 につ い て は、 人 によ って 見解 が異 な ってい る。 志 田氏 は、 阿波 国 文 庫 本 の 「お もひ き りか
ねて 、 ほ しや ほ しや と月 見 て廊 下 にた ＼れ た ま に な られ た 」(83)の 肩 書 「小 」(他 の2本 に
お い て は 「廊 」 とな って い る)を 重 視 して





ま た は 、
一 一 　懸
と改 め られ た。上 の両 氏は と も に彰 考 館 文庫 本 を 図書 寮 本 や 阿 波 国 文庫 本 に 比 して、 本 文 と して
低 度 の もの と 考 え る 点 に おい て一 致 す るが、 浅 野 氏 は その 程 度 を 僅 かと 見 て お られ る。私 は本 研
究 にお い て こ れ ら3本 の本 文 を詳 細 に 比 較 した 結 果
1.序 文や 歌 詞の 本 文 に お い ては 、 彰 考 館 本 の 独 自性 が 強 く、 図 書 寮 本 およ び阿 波 国 文 庫本 が
共 通 性 を も って、 彰 考館 本 に対 立 し て い る。
2.字 形 に お い て は、 彰 考 館 本 と阿 波 国 文 庫 本 とは 相 違 す る所 が 大 き く、 図書 寮本 は 上2本 の
中 間 的の 形 を 多 く有 して い る。
3.従 って、 彰考 館本 的な 本 文か ら図書 寮 本 的な 本 文 を 経 て 、 阿 波 国 文 庫 本 的 な ものへ 変 って
行 った 上 見 るべ き もの が 多 い。
4,上 の 順 序 が逆 で ない こ と は、3本 を 比 較 して 見 て、 ほ とん どす べ て の 字句 にお い て、 彰 考
館本 の方 が 正 しい と い う ことか ら も確 か め られ る で あ ろ う。
5.阿 波 国文 庫 本 は 、 序文 や 歌 詞 の 面か ら見 れば 、 彰 考 館 本 よ り も図 書 寮 本 に近 く、 その 下 位





























3つ に分類す ることができる。 それぞれに属す る歌の例を一首ずつ挙げれば
(1)清 容不落郡郡枕 残夢疎声半夜鐘(174)
(2)残 灯偏下落梧之雨 是君を思ふにあらず とも髭斑なるべし(112)




宣賢の 『毛詩抄』等 に述べ られたような狭義小歌即ち民謡的な小歌をを重 じ愛好する精神から生
じたものであろう。小歌には恋歌が多い。漢詩句 も原詩の原意からはずれて、恋の歌と解されて
うたわれたと思われるものがある。たとえば 「鶏声茅店月 人　板橋霜」という温庭笏の詩句も
閑吟集の歌の配列法(前 後に同趣の歌を並べる)か ら考えれば後朝の思いを叙べた恋の歌とみ ら
れる。 「清容不落耶邸枕 残夢疎声半夜鐘」も、五山の光厳老人と称する人の七言絶句の轄結部
であり、原詩は閑居の景情を うたったものであるが、これも前後に配列された歌が恋歌であると









に掲げた 「舟行けば岸移る涙川の瀬枕云々」の歌である。原典圓覚経の 「讐如動目能揺湛水 又







が編集 した ことが述べ られ、奥書には序文記者と同一人である久我有庵三休の署名があるが、成
立の年時は記されていない。昭和6年 故笹野堅氏により 「室町時代小歌集」と命名されて、一般
に紹介されたものである。昭和30年 志田延義氏が編者宗安について推定の結果、本書の成立時















な ど和 歌形 式 の も の が 多 い が、 これ は隆 達 の 尚古 趣 味 か ら出た もの と思 わ れ 、 「や もめ 鳥 の う ら
やむ もあ はれ 鴛 鴛 ひ と り宿 せ ず 」 「思 ひは 是 草 根 切 れ ば又 生 じ又生 ず」 な どの漢 詩句 か ら出 た歌
も宗 安隆 達 ほ ぼ同 様 で あ るが 、 これ も和 歌 形 式 に つ い て と同様 に 考 え られ る。
宗 安 小 歌 集 の 序 文 に は 「古 き新 し き小 歌 に ふ しぶ しを つ け て」 と あ るか ら、 隆 達 と の比 較 の 場
合 、 宗安 小 歌 の 中 の 新 しい もの を も って す る必要 が あ る と思 わ れ る が、 いず れ が その 歌 で あ るか
は 明 らか で は ない 。 隆 達 小 歌 との 類 歌 は 新 しい 歌 の一 部 と見 て も誤 りな い で あ ろ う。 そ こで これ
らを 比 較 すれ ば、 歌 詞 が 一 部 分 変 って い る
か へ る う しろ か げを 見 ん と した れ ば 霧 が の 朝 霧 が く宗 安)
かへ るす がた を 見 ん と した れ ば(以 下 同)(隆 達)
の ご と く、 詩 形 の 面で は隆 達 の 方 が 宗 安 よ り整 って新 しい形 を も って い る とい え る。 しか し両 者
よ り時 代 の 古 い 閑 吟 集 の 類 歌 「う しろか げ を見 ん とす れ ば 霧 がな う 朝 霧 が 」 と比 較 す る時 に
は 、 宗 安 の 歌 の破 調 の 方 が 新 し く、 隆 達 は再 び閑 吟 集 時 代 の律 調 に帰 った もの と も見 られ る。
「文 は や りた し せ ん か た な 通 ふ 心 の物 を いへ か し」(閑 吟 集)の 第 一 句 が 、 宗 安 で は 「身 は
や りた し」 と変 った の に対 して、 隆 達 で は閑 吟 集 と同 じで あ って 古 い と もい え る例 もあ る。 勿 論
「花 を あ ら しの さそ は ぬ さ き い ざお りや れ 花 を み よ しの へ 」(宗 安)「 花 を あ ら しの さ
そは ぬ さ きに(以 下 同)」(隆 達)の よ うに隆 達 の 方 が 新 しい とみ られ る もの もあ る。 ほ と ん ど
同 時 期 の もの と見 て差 支 え な い。 しか し類 歌 に限 らず 、 全 体 と して 比較 す れ ば語 彙 ・語 法 等 の 面
で 宗 安 の 方 に幾 分 か 古 さ が看 取 され る。
つ ぎに本 集 の編 者 宗 安 お よ び序 跣 筆 者 久 我 有 庵 三 休 に即 して 前 述 の 問題 を 考 え る。 『顯 伝 明名
録 』 に よれ ば、 三 休 は久 我 敦 通 の 称 で あ る。 ま た笹 野 氏 によ れ ば 本 集 の巻 中 に挿 まれ た札 記 には
一 巻 千早 振 神代 は
久 我 大 納 言 敦 通 卿 正 筆
後二 号 有 庵 三 休 ・
と記 され て い ると い う。 顕 伝 明名 録 の ほか に 『諸 家 伝』 『諸 家 知 譜拙 記』 等 に よ れ ば、 彼 は 初 め
吉 通、 次 い で季 通 と改 め、 天 正13年 に敦 通 と改 名 し、 慶 長4年7月 勅勘 を 蒙 った。 時 に35歳
で あ る。 彼 が有 庵 三 休 と号 す る よ う にな った の は 何 時 か らか 不 明 で あ る が、 こ の号 が公 職 を 去 っ
て 隠 棲 した こ とを 示 す も の な らば、 勅 勘 以 後 即 ち慶 長4年7月 以 後 とい うこ とに な る。
つ ぎに編 者 宗 安 につ い て は、 笹 野 氏 は 連 歌 師 で あ る ら しい と述 べ、 志 田 氏 は宗 安 と い う名 と序
文 とか ら察 して、 宗 佐 か ら宗 勲 へ の 尺 八 の 伝 統 を も って 立 っ 人 か と した が、 後 に 之 を 改 めて 前述
のよ うに銭 屋 宗 安 を 出 さ れ た。 この 銭 屋 宗 安 は 、 『堺 市 史 』 に よれ ば 、天 正14年 誕生、寛 文6年
(1666)81歳 で 般 してい る。 趣 味 も才 能 もあ る進 取 の 気象 を 持 った 企 業 家 で あ った。 堺 と い
う土 地 を 考 え て も小 歌 集 の編 者 と してお か し くは な い。 しか し有 庵 三 休(敦 通)よ り も21年 の
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年少者である。かりに有庵三休が慶長4年 に小歌集を書いたものとすれば、この時銭屋宗安は
24歳 ということになる。有庵三休の奥書には 「右一巻宗安老対予請比序」とある。20歳 代の
者に対 して 「宗安老」 と呼ぶことはありえない。ちなみにこの時隆達は73歳 である。 さきに比





福田秀一氏が 『越後在府 日記』の一部である 「古今狂歌抄」を引いて、彼が慶長9年 より以前に
豊後国に在 ったことを述べられた。彼 についてはさらに小野由紀子氏が京都常寂光寺本堂掲額の
「日勝聖人伝」、大友家の一系図や 「柞原縁起」の奥書等によって、彼は敦通ではなくて、その





ける有庵三休のそれとは明らかに異なるものである。 『越後在府 日記』の 「久我 ノ右大将通堅の
舎弟に久我の三休とてあり」という三休の狂歌は日勝聖人伝の伝える三休(日 勝)と は余りにも










田植草紙の成立(期)に 関する従来の説と しては、 「田植歌の大歌は上古 ・中古の貴族の歌謡
につながりを持ち、その背景をなすものであろう」(高 橋喜:一)「 明らかに鎌倉幕府時代に謡い
出されたもの」(高 野辰之)「 鎌倉当時の田植草紙」(西 堀一三)「 南北朝時代を中心に して、
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上は鎌倉末期頃から謡い出されたもの、下は室町中期頃に謡い出されたもの」(前 田元重)「 室
町時代又はそれ以前のものも交っている」(佐 佐木信綱)「 本書所収の歌謡の大部分は少 くとも
室町時代中期以前の成立に係る」(浅 野建二)「 小歌時代の初期において小歌進出の空気を感 じ




























は 「業平踊り」の 「山崎通ひ」の歌詞と共通す るところのあることが指摘されているが 「業平踊
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り」 の 歌 詞 に類 似 した ものは 中 世 には 見 られ な いの で 、 「山 崎通 ひ」 は 近 世 流 行 の 歌 で あ り、 田
植 歌 が 近 世 に な って これ を取 り入 れ た もの と考 え られ る。 か くの ご と く田植 草 紙 の 歌 には近 世 初
期 の も の が 僅か な が ら見 られ 、 そ れは 語 彙 、 語 法 の 面 につ い て もい わ れ る。
さ ら に歌 謡 の 場 合 重 要 な詩 形 に つい て も、 田植 草 紙 歌 謡 の 代 表 的 な 詩 形 「五 五 六 四 五 五 六 四 」
(例 、 奥 山 の ・こ さ う とめ 、・と ち に花 が ・咲 い た か。 咲 い て そ ろ ・咲 い て 候 ・八 重 に花 が ・咲 い
て 候)は 謡 曲に 初 め て 見 られ 、 閑 吟 集 や狂 言 の 歌 に も見 え て 、室 町 時代 の もの とい うこ とが で き
る。 「四 五 六 四 」(例 、 坂 東 ・殿 原 は ・弓 は 上 手 ・な る もの)は 謡 曲 に見 られ る ほ か は その 他 の
歌 謡 に は 見 られ ない 。 「五五 五 四 」(例 、 け さ殿 の ・朝 か りに.・つ る ま き を ・落 と い た)は 謡 曲
狂 言 、 宗 安 小 歌 、箏 歌等 に 見 られ る。 つ ぎに 「七七 四」(例 、 ひ るま た べ た ち ・中 のか け こを ・
や す め た)は 閑 吟集 に現 わ れ、 近 世 の 踊 歌 や 箏 歌等 に も見 られ る もの で あ る。 その ほか 田植 草 紙
の 特 徴 的 な 詩形 は す べ て 室町 時代 的 の もの で あ って、 一 方 に は近 世 的 な もの へ の 変 形 を も一 部 含
ん で い る。 以上 の よ うに 、種 々の 面が らみ て、 田植 草 紙 の 歌 は室 町 時 代 後半 に成 立 した もの と考
え られ るが 、 口 講 の 聞 に 幾 分 か近 世 的 な変 化 を 加 え た と こ ろ もあ る と見 られ るの で あ る。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨

















第 三 章で は 『田植 草 紙 』 を 取 扱 い 、 その 成 立 時 期 を 明 らか にす るた め には 、 所 収 の 歌 謡 に 現 わ
れ た 事 件 や 伝 説 の 扱 い に留 意 す る必 要 が あ る こ とを 説 き、 語 彙 ・語 法 ・詩 形 等 の 諸 方 面 か ら見 て
も、 本 集 は 室 町 時 代 後 期 に 出 来 た も の で あ り、 江 戸 時 代 初 期 まで に 僅 か な が ら変 化 した 部分
もあ る と論 じて い る。
室 町 時 代 の 小 歌 集 と して は 、 前記 三 集 の外 「隆 達 小 歌 集』 も 重要 で あ る が、 本 論文 で は 、r宗
安小 歌 集』 を 取 扱 った際 に、 そ れ との 比較 に お い て 本 集 の成 立 もあ る程 度 明 らか に され てい る。
本 論 文 にお い て、 小 歌 の 概 念 にや や 明確 を欠 く う らみ が あ り、 立 論 の上 で 部分 的 に異 議 の さ し
挟 まれ る余 地 も ない で は な く、 論述 の 煩環 に流 れ た と ころ もあ る。 しか し、 新 資料 を も用 いて の
周 到 綿 密 な 考 証 によ り、 種 々の 点 に お い て、 従来 の 説 を 修 正 す ると共 に新 た な見 解 を 提 示 して お
り、 中 世歌 謡 の研 究 に 多 くの 寄与 を な す も ので あ る。 本 論文 に よ って 、 本 論 文 の 提 出 者 は、 豊 か
な研 究 能 力 と学 識 を 具え た 者 で あ る こ と が うか がわ れ る。
参 考 論 文二 篇 の う ち、 「中 世 歌 謡序 説 」 は中 世 歌 謡 全 般 に対 す る広 い 見 識 を 示 し、 「中 世 に お
け る語 頭 濁音 の 「候 ふ」 」 は 『宗 安小 歌 集 』 の 成 立 時 期 推 定 の 傍 証 と な る も ので あ る。
以 上 の理 由 に よ って、 本 論 文 の提 出者 は 、 文 学 博 士 の 学 位 を 授 与 され る に十 分 な 資格 を 持 つ 者
と認 め られ る。
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